
 

 

 

 

 

「言語活動の設定と評価」              小学校「英語・外国語」研修・中学校「英語」研修 

５月 22日（月）に文部科学省初等中等教育局で視学官を務められてい

る、直山木綿子先生をお招きして小学校「英語・外国語」研修と中学校

「英語」研修を共催で実施しました。直山先生は小学校では「言語活動を

通した指導の在り方」、中学校では「言語活動の設定の在り方」に課題が

あると感じておられ、言語活動が「思考・判断・表現」に関する評価に関

連していることから、今回「言語活動の設定と評価」という演題でご講義

いただきました。 

研修では、実際に取り組まれた授業の場面でのエピソードを参加者と

検証しながら、単元の目標と評価、それに伴う言語活動の設定の方法について多くのご示唆をいただきました。 

 
派遣相談が始まりました                               相談員派遣事業 

 

今年度も市立幼稚園・こども園・小学校を対象に、年間１０回相談員を派遣

します。本事業をより効果的にご活用いただくために、「相談員派遣事業につ

いて（pdf）」を学校園間フォルダに所収しております。 

詳しい内容や活用方法などを紹介していますので、ぜひご活用ください。 
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「探究」と対話」 

「トライ＆エラー」 

主な活動内容 

・園児・児童の行動観察 

・教職員との協議 

・園児・児童、保護者との面接 

「相談員派遣事業について（pdf）」所収場所 

【 校務用ＰＣ 】 学校園間 → ０６_教職員 → _0000教育センター【令和５年度】 → 相談支援 

昨年度実施した「令和４年度相談員派遣事業にかかるアンケート」では、９５％の学校園から「効果がある・概

ね効果がある」と回答をいただきました。アンケートの内容を一部紹介します。 

≪アンケートより≫ 

〇教職員とは違った立場からの専門的なアドバイスや見立ては非常に有効で、今後の子ども支援や保護者対

応に役立つと感じた。 

〇保護者からの相談もあるが、各担任からの相談も多い。困り感を持っている児童に対しての見立てや、支

援の方法などを話し合う機会になり、学校全体で共有することができた。 

〇教職員や相談に来られた保護者の困りごとに真摯に向き合い、丁寧な観察から的確なアドバイスをいただ

くことができ、専門の方に見ていただけることの貴重さを感じている。 

〇継続的に見てもらうことで保護者や子どもの困り感がわかり、教職員と情報を共有することで改善してい

くケースも多々あった。 

≪受講者の感想より≫ 

・言語活動の設定をする意味から理解できたので、なぜ設定が必要か確認できました。言語活動の設定は、大変

だと思っていましたが目標に対して必要な事であり、それがなければ適切な評価に結びつかないと分かりまし

た。評価について、知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む態度別に解説していただいてとても分

かりやすかったです。日々の授業でも、適切な評価ができるように意識します。 

・直山先生の講義を大学時代に受けていて、その頃から変わらずひき込まれる内容でした。パフォーマンステス

トを始めてみたが、評価規準、基準の設定が難しく感じでいたので、今回の講義が非常に参考になりました。

難しいと感じず、いろんな言語活動にチャレンジしていきたいです。 


